
議案

今後の方針について

別紙資料



私たちはデフであることを誇り、

チーム内外にあるバリアをも乗り越える

気高きアスリートを目指す

JDBA理念



普
及

育
成

強
化

JDBA理念

３つの柱に土台とし、みんなで力を合わせて、
対策を立て、改善しながら積み上げていく。



１「会員への貢献」

２「活動目的の明確化」

３「関係団体との連携強化」

2022年度取り組むべき議題



会員への貢献がないため

会員が増えない

● デフバスケを覚醒させ、信頼回復や価値観の提示

● 各種イベントの開催（クリニックなど）

● 年代別の大会など幅広い年齢層を巻き込む工夫

● ホームページコンテンツの拡充

● JDBA会費改定（年代別や聴者の会費設定など）

● 情報保障の体制を整える（コート内外）

● 会員の声を拾うシステムの検討

議題

【解決方針】



活動目的が不明なため

参加したいと思わない

● 理事スタッフが活動しやすい環境を配慮するべき

● 理事スタッフによって活動の規模と内容を決める

● 年代別の大会を開催するなどの工夫を

● 強化、育成、普及の３つをテーマにした組織運営

● 地元の聴者の大会に参加できるように全面協力

● 大会やイベントの情報をHPに記載し、SNS拡散

● 地域で開催する様々な大会イベントの後援・協力

● 地域デフバスケチームとの団結力向上

議題

【解決方針】



他の関係団体、

スポンサーとの

連携が見えない

● JBA、ENEOS、SOFTBANK、JPC、日本ろうあ連

盟（全国体育大会への出場）などの外部団体との

関係の強化に努める

● プロモーションに使う材料（動画など）を作成

● JDBA理事がスポンサー活動をするのではなく、

JDBA会員や選手がスポンサー活動をおこなえるよ

うにキットを用意する

議題

【解決方針】



全国ろうあ体育大会
全日本ろうあ連盟主催

ミミリーグ
日本デフバスケットボール協会主催

地域リーグなど
社会人バスケットボール連盟主催など

聴世界普及（交流）
１部２部

聾世界

アジア太平洋クラブカップ
DIBF主催

U12大会も含む

普及・育成
日本デフバスケットボール協会

や
地域ろうあ協会主催

地域共生社会の実現

強化
日本デフバスケットボール代表

人口増加
デフバスケチーム数・JDBA会員数

ダイバーシティ推進

競技力向上数年間計画

イベント

大会


